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ボーンデジタル*な

データセットのアーカイブ
*初めからデジタルでしか存在しないもののこと



World Atlas of Language Structures (WALS)
本プロジェクトのモデル



Cross-Linguistic Linked Data (CLLD) と CLDF (Cross-Linguistic Data Formats)

WALSを支えるテクノロジー



CLLD/CLDFの長所と短所
WALSを支える技術

長所


語彙，ライプチヒグロッシングルールでの例文の画一的記述，表示，
地理情報の表示


WALSとほぼ同じものが作れる


短所


 デザインや記述がやや単一的 （？）



Contents Mangement System (CMS)
他の方法1 

- WordPress, Drupal, Joomla, PowerCMS, Omeka S など


WordPressの例 Drupalの例 Omeka Sの例

PowerCMSの例



Static Site Generator (SSG)
他の方法２

 Gatsby, Hugo, Jekyllなど


 Markdownベースでの記事の
記述


 レスポンスが速く，軽量の
ウェブサイト


 セキュリティが堅牢
Hugoの例



現実的な方法？
国立国語研究所デジタルアーカイブNINDAのOmeka Sを再利用


